
 

 

グローバルＣＯＥプログラム「コンフリクトの人文学国際研究教育拠点」 
「コンフリクトの人文学」セミナー 第 58 回 

 
変わる社会・変わる女性の生き方「わけの分からん女」※ 

 
講師：ローラ・デールズ 

（西オーストラリア大学アジア研究学部助教授／ 
大阪大学大学院人間科学研究科外国人招聘研究員） 

 
要旨： 

 日本では、1990 年代の少子･高齢化社会を背景に、男女共同参画社会を推進する法律や政策が次々に制定さ

れた。だが、こうした政策の多くは、暗に「結婚し、子育てをしながら働く女性」を対象としたものであった。

一方で、現代社会においては、女性の生き方や生活のスタイルは多様化している。「おひとりさま」やシング

ル・マザー、友人と共同生活をする女性、同棲生活を送るレズビアンのカップル･･･など様々である。 

 本発表では、約 30 人の日本の女性へのインタビュー調査を行なった共同プロジェクトを取り上げ、そこで

の彼女たちの経験や物語の考察を紹介する。これらの 30 人には、高卒から高学歴まで、あるいは未婚の人、

離婚や同棲経験のある人も含まれ、30 代から 40 代の女性たちの様々な生き方が見えてくる。彼女たちの現在

の「結婚」「家族」「仕事」や「恋愛」といったテーマをめぐる意見、経験や不安などの共通点を検討したい。

結婚の希望や期待、働き方、生活における違い・共通点からは、少子・高齢化の社会と呼ばれながらも、女性

の多様な生き方を生み出している日本社会が見えてくる。 

※ 遥洋子『働く女は敵ばかり』（朝日新聞社、2001） 

講師紹介： 

 西オーストラリア大学アジア研究学部助教授、現在大阪大学大学院人間科学研究科外国人招聘研究員。日本

のフェミニズムやジェンダーを研究し、男女共同参画社会づくりをめざす活動や講演を行なっている。著書に

Feminist Movements in Contemporary Japan (Routledge, 2009)、"'Minority Women will Change the 
World!': Perspectives on multiple discrimination in Japan" (Women's Studies International Forum, 
2008)などがある。 
 

日時：2010 年 11 月 26 日（金） 17：00 ～ 19：00 

会場：大阪大学大学院人間科学研究科（吹田キャンパス） 東館 3 階 303 （参加無料） 

 

 

東館は万博外周道路側の別館です。大阪大学大学院

人間科学研究科（吹田キャンパス）への交通アクセ

スは http://www.hus.osaka-u.ac.jp をご参照ください。 

 

お問い合わせ先： 

大阪大学大学院人間科学研究科人類学研究室 

e-mail: globalra@hus.osaka-u.ac.jp 

電話 06-6879-8085/06-6877-5111 


